
消
防
技
術
向
上
を
図
ろ
う
と

実
施
さ
れ
て
い
る
井
原
分
団
消

防
操
法
訓
練
大
会
が
十
一
月
六

日
、
精
研
高
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
で

開
か
れ
、
本
部
役
員
や
団
員
ら

約
百
人
が
参
加
し
た
。

前
日
か
ら
の
雨
で
グ
ラ
ウ
ン

ド
に
水
た
ま
り
が
で
き
、
会
場

は
最
悪
の
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
。

各
部
共
に
操
法
開
始
前
の
地
な

ら
し
を
入
念
に
行
う
も
の
の
、

ホ
ー
ス
延
長
や
撤
収
タ
イ
ム
は

遅
れ
気
味
。
普
段
の
素
早
い
動

作
が
逆
に
ミ
ス
に
つ
な
が
る
な

ど
、
選
手
泣
か
せ
の
大
会
と
な

っ
た
。

倉
掛
と
夏
目
を
管
轄
す
る
第

３
部
は
可
搬
動
力
ポ
ン
プ
の
部

に
２
チ
ー
ム
八
人
が
出
場
、
２

班
が
準
優
勝
し
た
。

井
原
大
橋
耐
震
工
事
に
伴
う

倉
掛
少
年
団
倉
庫
の
移
動
が
十

月
十
六
日
、
自
治
連
合
会
や
育

成
会
役
員
ら
十
五
人
に
よ
っ
て

行
わ
れ
た
。

こ
の
倉
庫
は
約
三
十
年
前
、

当
時
の
育
成
会
役
員
が
県
の
許

可
を
得
て
設
置
。
以
来
、
子
供

み
こ
し
な
ど
少
年
団
活
動
に
必

要
な
物
品
を
収
納
し
て
き
た
。

県
や
市
か
ら
「
橋
脚
補
強
工

事
の
た
め
移
動
し
て
欲
し
い
」

と
連
絡
が
あ
っ
た
の
は
今
年
五

月
。
十
月
に
入
っ
て
先
ず
倉
庫

の
物
品
を
搬
出
し
、
そ
の
後
ど

う
や
っ
て
動
か
す
か
関
係
者
は

知
恵
を
絞
っ
た
。

作
業
は
ジ
ャ
ッ
キ
で
本
体
を

浮
か
し
、
パ
イ
プ
を
コ
ロ
に
し

て
移
動
さ
せ
る
方
法
を
採
用
。

約
２
時
間
、
引
っ
張
っ
た
り
押

し
た
り
し
な
が
ら
当
初
の
計
画

ど
お
り
東
へ
３
・
５
ｍ
動
か
す

こ
と
に
成
功
し
た
。

育
成
会
の
小
川
泰
之
会
長
は

「
ど
う
な
る
か
心
配
だ
っ
た
が

ホ
ッ
と
し
ま
し
た
。
皆
様
の
ご

協
力
の
お
陰
で
す
。
来
春
、
元

の
位
置
へ
戻
す
と
き
に
も
宜
し

く
お
願
い
し
ま
す
」
と
話
し
て

い
る
。

会
員
相
互
の
親
睦
を
図
ろ
う

と
サ
ロ
ン
あ
す
は
主
催
に
よ
る

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
交
流
会
が

十
一
月
二
十
日
、
郷
社
足
次
山

神
社
境
内
で
開
か
れ
十
八
人
が

参
加
し
た
。

開
会
に
あ
た
っ
て
サ
ロ
ン
あ

す
は
の
川
相
肇
代
表
が
「
少
し

ず
つ
冷
え
て
参
り
ま
し
た
が
、

し
っ
か
り
楽
し
み
ま
し
ょ
う
」

と
挨
拶
を
行
い
プ
レ
ー
に
入
っ

た
。郷

社
を
会
場
に
し
た
グ
ラ
ウ

ン
ド
ゴ
ル
フ
は
今
年
に
入
っ
て

三
回
目
。
三
人
が
ホ
ー
ル
イ
ン

ワ
ン
を
出
す
な
ど
会
員
の

上
達
ぶ
り
が
目
立
つ
中
、

３
組
の
岡
本
哲
二
さ
ん
が

連
続
優
勝
を
飾
っ
た
。

地
域
で
火
災
が
起
き
な
い
よ

う
に
と
の
願
い
を
込
め
、
倉
掛

少
年
団
が
十
一
月
九
日
か
ら
三

日
間
、
防
火
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実

施
し
た
。

九
日
午
後
七
時
か
ら
郷
社
境

内
で
行
わ
れ
た
出
発
式
に
は
、

少
年
団
員
を
は
じ
め
消
防
・
自

治
連
合
会
・
婦
人
会
役
員
ら
約

五
十
人
が
出
席
。
松
井
分
団
長

ら
が
「
大
変
意
義
深
い
活
動
で

す
。
倉
掛
の
皆
様
に
大
き
な
声

で
防
火
の
大
切
さ
を
Ｐ
Ｒ
し
て

下
さ
い
」
と
激
励
し
た
。

こ
の
あ
と
団
員
と
育
成
会
役

員
は
「
サ
ン
マ
焼
い
て
も
家
焼

く
な
」
「
子
供
の
火
遊
び
火
事

の
も
と
」
な
ど
と
拍
子
木
を
打

ち
な
が
ら
呼
び
掛
け
、
倉
掛
地

内
を
一
巡
し
た
。
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倉 掛 自 治 連 合 会
井原市井原町倉掛
会長／渡辺研一

〈 編 集〉

倉 掛 自 治 連 合 会
倉 掛 婦 人 会
倉 掛 少 年 団 育 成 会
消防井原分団第３部

（１）

ホームページ http://www.ibara.ne.jp/~kurakake/

雨
で
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
最
悪

井
原
分
団
消
防
操
法
訓
練
大
会

〈３部出場選手〉

１班 指揮者 三宅一正

１番員 西山喬士

２番員 川上泰宏

３番員 長尾央司

２班 指揮者 梶井克也

１番員 平川貴章

２番員 瀬川隆治

３番員 笠原慶一

少
年
団
倉
庫
移
動

15
人
が

力

結

集

「

火

の

用

心

！

」

少
年
団
が
防
火
呼
び
掛
け

近年、住民の間で「小田川
に生えた雑木等にゴミが引っ
掛かり見苦しい」「川床が上
がり洪水の原因になるので
は」などの声が増えている。
しかし、小田川は県の管理下
にあって、市の判断だけで解

決に至らないのが現実。
まちづくり研修視察を終え

た井原地区自治連合協議会
（三宅秀治会長）は井原公民
館関係者と11月28日、意見交
換会を開いてこの件をとりあ

げた。結果、地域問題を解決
するには住民と行政の協力体
制を築くことが重要とする考
えで一致。このほど井原地区
自治連合会長９人の連名で小
田川環境美化に関する要望書
を谷本市長へ提出した。
同協議会では、市や県の考

えを見極めたうえで構想を具
体化させたいとしている。

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
交
流
会

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
を
楽
し
む
サ
ロ
ン

あ
す
は
の
会
員
＝
11
月
20
日
・
郷
社

▲

小 田 川 美 化

自治連合会長ら

積極的に意見交換

サロンあすは

〈 上 位 成 績 〉
① 岡本哲二（３組） ５１
② 大坪正広（２組） ５１
③ 川相 肇（１組） ５３
④ 大坪久子（２組） ５５
⑤ 藤井純子（18-1組）５９
⑥ 渡辺悦已（15-1組）６０
⑦ 妹尾 稔（９組） ６２

第
３
部



倉
掛
少
年
団
の
子
供
み
こ
し

一
行
に
は
、
雰
囲
気
を
盛
り
上

げ
よ
う
と
鬼
な
ど
に
扮
し
た
自

治
連
合
会
役
員
ら
十
二
人
も
加

わ
り
、
往
時
の
祭
り
を
彷
彿
さ

せ
た
。

地
区
民
か
ら
温
か
い
出
迎
え

を
受
け
な
が
ら
団
員
ら
は
「
ワ

ッ
シ
ョ
イ
、
ワ
ッ
シ
ョ
イ
」
と

元
気
よ
く
練
り
歩
き
、
正
午
過

ぎ
に
郷
社
へ
戻
っ
た
。

井
原
公
民
館
で
行
わ
れ
て
い

る
書
道
一
般
や
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク

な
ど
、
十
八
講
座
の
作
品
約
三

百
点
を
展
示
し
た
学
習
作
品
発

表
会
が
十
一
月
二
十
七
日
、
井

原
公
民
館
で
開
か
れ
た
。

手
描
友
禅
染
の
コ
ー
ナ
ー
で

は
、
倉
掛
四
組
山
岡
淑
子
さ
ん

の
力
作
「
兜
」
＝
写
真
左
＝
に

多
く
の
人
々
が
足
を
止
め
「
細

や
か
で
素
晴
ら
し
い
」
と
口
々

に
話
し
て
い
た
。

倉
掛
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
同
好
会

(

13

－

１
組
山
本
勝
己
監
督)

が

今
季
も
好
成
績
を
残
し
た
。

五
月
の
春
季
球
技
大
会
決
勝

で
向
町
に
惜
敗
し
た
が
、
そ
の

後
の
リ
ー
グ
戦
や
ト
ー
ナ
メ
ン

ト
戦
で
は
無
敗
を
誇
り
、
通
算

10
勝
１
敗
。
勝
率
は
実
に
９
割

を
超
え
た
。
秋
季
球
技
大
会
も

各
選
手
の
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
は

万
全
に
整
っ
て
い
た
が
、
無
情

の
雨
で
大
会
は
中
止
。

「
残
念
で
し
た
ね
。
四
月
に
亡

倉
掛
少
年
団
の
秋
季
廃
品
回

収
が
十
一
月
十
三
日
、
秋
晴
れ

の
下
で
行
わ
れ
た
。

団
員
ら
は
午
前
八
時
三
十
分

か
ら
ト
ラ
ッ
ク
に
分
乗
し
て
各

家
庭
か
ら
出
さ
れ
た
古
新
聞
・

古
雑
誌
・
ダ
ン
ボ
ー
ル
・
ア
ル

ミ
缶
な
ど
を
手
際
よ
く
回
収
。

今
回
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
十
人
の

協
力
が
あ
り
、
約
三
時
間
で
２

台
の
大
型
ト
ラ
ッ
ク
も
満
杯
に

な
っ
た
。

く
な
ら
れ
た
同
好
会
の
山
岡
和

男
会
長
に
優
勝
の
報
告
を
し
た

か
っ
た
…
」
と
、
メ
ン
バ
ー
は

口
を
揃
え
る
。

十
一
月
二
十
七
日
、
同
会
の

忘
年
会
に
先
だ
っ
て
行
わ
れ
た

総
会
で
、
故
山
岡
会
長
の
後
任

と
し
て
同
好
会
発
足
当
時
か
ら

の
メ
ン
バ
ー
で
あ
る
16
組
渡
辺

進
さ
ん
を
推
挙
、
満
場
一
致
で

承
認
さ
れ
た
。

渡
辺
会
長
は
「
こ
れ
ま
で
同

様
、
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
大
切
に

に
頑
張
り
た
い
」
と
抱
負
を
語

っ
て
い
る
。
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12/22  井原小・井原中終業式
12/25  全国高校駅伝大会（京都市）

※興譲館女子チーム出場
12/28  官公庁仕事納め
12/28～29 井原分団第３部夜警活動
２００６年（平成１８年）
1/ 1～3 郷社足次山神社新年祈願祭

１日（日）0：00～ 1：00
9：00～15：00

２日（月）9：00～15：00
３日（火）9：00～15：00

1/ 4  官公庁仕事始め
1/ 4  消防第３部決算予算会

午後７時～（３部機庫）
1/ 8  井原市成人式

午前10時～（市民会館）
1/10  井原小・井原中始業式
1/14  古紙・古着等回収

午前７時30分～９時
1/21  自治連合会防犯パトロール
1/22  井原消防団出初式

３部出初式 午前６時～
2/ 5  厄除け祈願祭 （郷社）

（２）

◆ 行 事 予 定 ◆倉 掛 ほ っ と 情 報
■倉掛婦人会が12月16日、会合を開いて
今後の役員選出方法などを話し合った。
年々進んでいた倉掛支部役員の若返りは
すでに限界。本部の中島知子副会長は、
「倉掛地区25組を数ブロックに分けて、
その中から役員を選出して頂いたらどう
か。会員拡大についても皆様のご理解を
願いたい」と呼び掛けた。
■井原小学校が“学校安全ボランティ
ア”を募集している。児童や生徒を狙っ
た事件を未然に防ぐため、時間的余裕の
ある住民の協力を得て、巡回や見守りを
強化しようというもの。ボランティアは
「青少年を守ろう」と記された腕章を付
けて通学路や校内、横断歩道を見守る。
ボランティア活動保険料は学校が負担。
応募用紙に必要事項を記入し井原小学校
(62-0029)又は井原公民館(62-8478)へ申
し込む。第一次締め切りは12月28日。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
協
力

倉
掛
少
年
団

廃

品

回

収

井
原
市
駅
伝
競
走
大
会
が
十
二

月
十
一
日
、
井
原
市
陸
上
競
技
場

を
発
着
点
に
開
か
れ
、
41
ー
ム
が

８
区
間
で
熱
戦
を
繰
り
広
げ
た
。

倉
掛
か
ら
は
一
般
の
部
に
四
人

が
出
場
。
渡
辺
伸
太
郎
さ
ん
は
フ

ェ
ニ
テ
ッ
ク
の
３
区
、
谷
和
政
さ

ん
は
青
野
走
ろ
う
会
の
４
区
、
興

譲
館
時
代
に
長
距
離
選
手
だ
っ
た

走
者
井
原
の
藤
井
大
輔
さ
ん
は
７

区
で
区
間
２
位
と
快
走
し
た
。

大
輔
さ
ん
の
父
で
今
回
ア
ン
カ

ー
を
務
め
た
藤
井
勝
志
さ
ん
は
、

「
こ
の
年
齢
に
な
っ
て
親
子
で
タ

ス
キ
を
繋
ぐ
と
は
思
わ
な
か
っ

た
」
と
笑
顔
を
見
せ
て
い
た
。

井原町秋まつり

井
原
町
秋
ま
つ
り
が
十
月
二
十
三
日
に
執
り
行
わ
れ
、
町
内
は

子
供
み
こ
し
や
第
３
部
消
防
団
有
志
の
千
歳
楽
で
活
気
に
溢
れ
、

郷
社
境
内
も
備
中
神
楽
の
奉
納
舞
い
で
終
日
賑
わ
っ
た
。

学
習
作
品
発
表
会

約

三

百

点

の

力

作

を

展

示

倉掛ソフト
ボール同好会

頑張りました
倉掛の４選手 駅伝で力走

フェニテックチームの
15-1組渡辺伸太郎さん

青野走ろう会チームの
16組谷和政さん

走
者
井
原
チ
ー
ム
で
出
場
し
た
13

－

３
組
藤
井
勝
志
さ
ん
と
大
輔
さ
ん
は

親
子
で
タ
ス
キ
リ
レ
ー
＝
第
７
中
継

所
（
大
江
公
民
館
前
）


